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＄豪雨孤立日本人 7 人救助｀ . 

［ジャカルタ＝作田総輝】イン
ドネシア西部スマトラ島のアチェ
州を襲った豪雨で孤立状態になっ
ていた日本人 8 人のうち 7 人が 1
日、小型機で救助された。日本外
務省が明らかにした0 7 人はスマ
トラ島北部の主要都市メダンに避
難したo 残る 1 人は本人の希望で
現地にとどまった。いずれも健康
状態に問題はないという。
スマトラ島では11月下旬からの
大雨で洪水や土砂崩れが発生し
た。現地の災害対策当局は 1 日、
島内の死者が604人になったと発
表した。 4.64人が行方不明となっ
ている。道路や橋が寸断され、約
58万人が迪難を余鍛なくされてい
る。
一方、スリランカでもサイクロ

·ンによる洪水や土砂崩れが相次
ぎ、同国政府は l 日、 334人が死
亡したと発表した。芍方不明者は
約370人に上っている。

・＄奥能登 4 市町人口 1,3.2％減

能登半島地醗で被害が大きかっ
た石川県奥能登 4 市町の推計人口
は、 l1月 1 日現在で 4万791I人と
なり、土也醗が発生した昨年 1 月 1
日 (5 万5213人）から13.2％減少
したことが県のまとめでわかっ，
た。地震から 1 年10か月で7302人
減り、人口減少に歯止めがかから
ない状況となっている。
市町別の人口減少数は、．輪島市

が3294人と最も多く、珠洲市が
200':/人、能登町が1337人、穴水町
が664人と続いた。
昨年 1 月に110万7848人だった

県全体の人口は、今年'10月に48年
ぶりに109万人を割り込み、 11月
1 日現在で108万9778人。地震後
に約 1 万8000人減少したo 、

今＄留学生授業料値上げ正式発表

東北大は 1 日、外国人留学生の
授業料を、日本人学生の1.7倍に
あたる年90万円に引き上げると発
表した。 2027年度以降に入学する
学部と大学院修士陳租の学生が対
象となるo 増額分で、留学生の教
育や研究の顔境を充実させ、相談．
・支援体制を強化する。
国ウ大の橙寧料l．十四科学坐
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~2025年の新語•流行語大賞

1 年間大賞“塁器昇‘悶雷醤いて働いてゴ
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